
 

 

あーん☺ 

・・・・・・・・・ 

やだ！やめて！！ 

そのうちに…「ヤダ！！」とＢちゃんを拒否。 

きっと、自分がやってあげたい思いの間に入ってこられたのが嫌だったので 

しょうね。 

誰かにやってあげたい。でも、やってもらいたくない。そんな複雑な思いを 

素直に「嫌！」と出せるのも 0歳児ならではですね。 

 

 

他者の存在に気付き始めている子どもたち。「自分」と言う存在から、

他者にやってあげたい気持ちと受け入れる気持ちを少しずつ 

感じながら、お友だちとの関わりが増していくように見守り、 

また一緒に遊んでいきたいと思います。 

 

 

 

一人黙々とままごとを楽しんでいたＡちゃん。 

お相手は鬼         

大きなお口に「あーん」「おいし！」と遊んでいたところへ

Ｂちゃんがやってきました。 

 

令和 5 年 2 月 1 日 

 


